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FAOは、気候変動への対応と増産を両立するような
農業の優良事例が多くあるにもかかわらず、こうした
取り組みを支援する資金メカニズムが不足していると
訴えています。これまでに多くの気候変動対策に関す
る資金メカニズムが設立されていますが、例えば京
都議定書で定められたクリーン開発メカニズム（CD 

M）では、温室効果ガス削減に大きな効果をもたらす、
土壌が持つ炭素固定のポテンシャルが十分に考慮さ
れていません。（12 / 3、ローマ）

昨年11月から12月にかけてカンクン（メキシコ）で行
われた、気候変動枠組条約第16回締約国会議（COP 

16）を含む一連の気候変動に関する国連会議におい
て、ディウフFAO事務局長は、「途上国の農業に対

する投資は、飢餓の削減にとどまらず、気候変動に
対応する将来の食料供給を守るためにも不可欠であ
る」と訴え、気候変動対策に農業が果たす役割を強
調しました。また、FAOをはじめとする国際機関が
進めるREDD（途上国における森林減少・劣化に由来する

排出の削減）の取り組みを紹介しました。（12 / 9、カン

クン）
関連ウェブサイト
FAO ’s work on climate change：www.fao.org/climatechange/
FAO in Cancun：www.fao.org/climatechange/unfccc-process/cop 
16
Live from Cancun：FAO ’s Climate Change blog：http://faoclimate 
change.wordpress.com
Website of the Cancun climate change conference：http://cc2010.
mx
Agriculture and Rural Development Day 2010：www.agriculture 
day.org

世界各地の農民が、気候変動に対応し温室効果ガスを削減する新しい農法を適用している ©FAO / Guido Napolitano
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スーダンで開催されたFAO近東地
域会議において、ディウフFAO事務
局長は、同地域の農業の生産性は
他地域に比べ半分の水準で、2000

年から2030年にかけて不足する穀
物の量が倍増する見通しであると報
告しました。これにより、多くの諸
国では輸入への依存度が高まり、
国内外の市場のショックへの脆弱性
が高まっています。さらに、水と土
地の不足も課題です。1人当たりの
再生可能な水資源の量は世界平均
の8,900m³に対しわずか1,050m³

で、2050年までにさらに半減する
見通しです。会議では、同地域で
は農業がGDPに占める割合が12%

であるのに対し、公的支出に占める
農業の割合がわずか5%であること
が指摘され、農業投資が急務であ
ることが強調されました。一方で、
20世紀後半に比べると、域内協力
や貿易、投資の促進など、明るい
動きもあるとの見解も示されました。
（12 / 7、ハルツーム）

関連ウェブサイト
Near East Regional Conference：www.fao.
org/Unfao/Bodies/RegConferences/nerc30/
index_en.htm

近東地域の農業の課題
――輸入依存と水不足

IPPMプログラムは有機農薬の使用を推奨している ©FAO / Olivier Asselin

ディウフFAO事務局長 ©FAO

世界人口の5%を占める先住民族
の人々は、自然と共生し、その資源
や多様性に関する豊富な知識を有
しています。しかし、そうした環境や
知見は、しばしば開発において喪失
の危険にさらされます。FAOは、こ
うした人々に、より責任を持って対
応するため、関係機関や専門家の
協力を得て、2007年に採択された
「先住民族の権利に関する国際連合
宣言」を基に、同機関のスタッフ等
に向けたFAOの指針を作成しました。
土地所有権の問題や天然資源管理
などに関する知見の共有が期待され
ています。（11 / 26、ローマ）

関連ウェブサイト
Indigenous people ’s food systems：www.fao.
org/docrep/012/i0370e/i0370e00.htm
UN Permanent Forum on Indigenous Issues：
www.un.org/esa/socdev/unpfii

ベナン、ブルキナファソ、マリ、セネガルでFAOが行
う総合的生産・病害虫管理（ IPPM）プログラムにお
いて、約10万人の農民が研修を受け、農薬削減や
増産などの成果を上げています。同地域ではこれま
で有害農薬への知識が十分でなく、その使用を増や
すことで増産に対応してきました。IPPMは、土壌改
善や、益虫や自然農薬の利用による化学農薬の削減
を目指すもので、農民は25人程度のグループに分か
れ、伝統的農法と優良事例それぞれを適用した農地
を比較観察しながら農法の改善を学んでいます。こう
した取り組みにより、マリの綿作地帯にある65村では、
農薬使用量が94%減り、コンポストや堆肥などの
利用が400%増加するなど、各地で成果が現れてい
ます。プロジェクトは資金が調達でき次第、第2フェ
ーズが行われる予定で、今後5年間で50万人への
研修が計画されています。（12 / 20、ローマ）

関連ウェブサイト
The West African Regional Integrated Production and Pest Man-
agement Programme（pdf）：www.fao.org/uploads/media/WA_
IPPM_case%20study_web_1.pdf
Integrated Pest Management：www.fao.org/agriculture/crops/
core-themes/theme/pests/ipm

農薬を減らして増産・増収へ
――西アフリカの取り組み 先住民族をサポートする

FAOの指針



ＦＡＯは、国際市場における食料価格の

動向を示すものとして、穀物など５５品

目の価格をもとに、毎月、ＦＡＯ食料価

格指数を算出しています。２００２—２０ 

０４年を１００とした指数で表しています

が、２０１０年１２月の数値は２１４.７で

すから、７—８年前と比べると、現在の

食料の国際価格はおおむね２倍になって

いることになります。主要先進国が農産

物の過剰に苦慮し、輸出補助金による競

争を繰り広げ、価格低迷が続いた１９８０

年代や１９９０年代の国際市場とは様相

を異にしており、主要輸出国の過剰在庫

や供給余力を前提にした「安い食料の時

代」は終わっています。

このＦＡＯ食料価格指数は、食料暴動が

頻発し、食料危機といわれた２００８年

に極めて高い水準にまで上昇した後、い

ったんは下落しましたが、昨年後半以降

再び騰勢を強めています。既に２０１０

年１２月時点で、食料危機といわれた

２００８年の最高値２１３.５を上回る水準

にまで上昇しています。高水準の価格は、

生産の拡大を促しますが、穀物だけでな

く、大豆、砂糖、綿花など広範な農産物

の価格が上昇しているため、個々の農産

物の作付拡大の余地は限られてきます。

また、天候不順による減産など供給側の

ショックがある場合は更なる価格高騰の

おそれもあり、今年は、食料の需給や価

格動向に警戒を強める必要があります。

（ＦＡＯ日本事務所長　横山 光弘）

騰勢を強める食料価格

今月 の視点

昨年12月、セネガル政府とFAOの
共催で、都市（および都市近郊）農業
に関する国際シンポジウムがダカー
ル（セネガル）で開催され、アフリカ
をはじめとする各地から200名を超
える専門家が参加しました。現在、
世界では全人口の約半数に当たる
33億人が都市近郊に住んでいます
が、途上国では貧困や失業、子ど
もの栄養不良といった問題を伴う急
速な都市化のなかで、多くの人々が、
裏庭などで栽培する野菜や果物を
重要な栄養源としています。そのた
め都市農業を食料・栄養対策に組
み込むことが急務となっており、シン
ポジウムでは、都市農業で育てた
野菜のマーケティングや廃水の安全
管理といった議題が話し合われまし
た。（12 / 7、ダカール）

都市農業を主流化する
――セネガルでシンポジウム開催

関連ウェブサイト
Dakar symposium：www.fao.org/ag/agp/gree 
nercities/en/events/index.html
Urban and peri-urban horticulture：www.fao.
org/ag/agp/greenercities/index_en.html

世界の飢餓をなくすことを世界の指
導者に訴えるために、FAOが昨年
から世界各地で進めてきた署名キャ
ンペーンにより、300万を超える署
名が集まり、これを各国政府に提出
するセレモニーがFAO本部で行わ
れました。世界では現在、9億2,5 

00万人が慢性的な飢餓に苦しんで
おり、署名はこうした現状への人々
の意識を示した形となりました。今
後さらに活動を広げていくため、キ
ャンペーンの第2フェーズが予定され
ています。（11 / 30、ローマ）

300万人が
飢餓問題への行動を求める

関連ウェブサイト
FAO ’s hunger portal：www.fao.org/hunger

集まった署名がディウフFAO事務局長から各国政
府の代表に提出された ©FAO / Alessia Pierdomenico

セネガルの首都ダカールの都市農園プロジェクト 
©FAO / Mamadou Gomi
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関連イベント 出版物
1月20日、JAICAF主催の国際シンポジウム「私
たちとアフリカ―アフリカの貧困と飢餓の撲滅を
目指した農業・農村開発―」がJICA研究所に
おいて開催されました（後援：農林水産省、FAO日

本事務所、JICA）。前半は、ベナンに事務所を置
くNGO、Center SONGHAI代表、Godfrey 

Nzamujo氏の基調講演が行われ、地域資源
を活用して生産・加工・販売を行いつつ農村
地域の発展を担う人材を育成するセンターの活
動と哲学が、豊富な写真とともに紹介されました。
基調講演に続き、日本やアフリカなどのNGO

で活躍し、アドボカシーや食料への権利などに
ついて講師を務めるなど幅広く活動する冨田沓
子氏より、アフリカの現状を身近に捉えるため、
「アフリカの貧困と飢餓の現状―私たちの生活
との関わり―」と題した報告をいただきました。
後半のパネルディスカッションでは、Nzamujo

氏に加え、JICA農村開発部課題アドバイザー 

狩野良昭氏、（独）国際農林水産業研究センタ
ー（JIRCAS）研究戦略調査室長 小山修氏、東
京農工大学准教授 スィアウ・オンウォナ・アジ
マン氏、味の素（株）CSR部専任部長 中尾洋
三氏、（特活）ハンガー・フリー・ワールド開発
事業部ウガンダ支部担当 吉田千代子氏の5名
をパネリストに、またファシリテーターに東京農
業大学国際農業開発学科教授 高根務氏を迎
えました。研究機関からNGO、教育機関、民
間企業まで、さまざまな立場からの事例報告と
発言から、各アクターの取り組みと、双方の連
携の重要性が明らかとなりました。

パネルディスカッションの様子 ©JAICAF

関連ウェブサイト
JAICAF：ニュース：www.jaicaf.or.jp/news/index.htm

募金は、アジアやアフリカの食料不足の地域で、
貧困農民の食料増産を支援する「テレフード・
プロジェクト」に使用されます。
※ 振替手数料無料。ご寄付は税金控除の対象となります。

郵便振替口座
00140-1-29732
FAO飢餓撲滅草の根募金

テレフード募金にご協力を

FAOの報告書「The State of World Food 

and Agriculture 2009」の日本語版「世界食
料農業白書 2009年報告」が、JAICAFより発
行されました。世界の食料・農業の現状を概
観するほか、特集として、需要増加により近年
急速な発展を遂げる畜産部門の動向と課題に
焦点を当てています。全文はJAICAFウェブサイ
トでご覧いただけます。詳しくはJAICAFまでお
問い合わせください。

関連ウェブサイト
JAICAF：関連出版物：www.jaicaf.or.jp/fao/publica 
tion/shoseki_2010_5.htm

FAOの報告書「The State of Food Insecurity 

in the World 2009」の日本語版「世界の食
料不安の現状 2009年報告」が、JAICAFより
発行されました。世界的な経済危機が開発途
上国の飢餓に与えた影響に焦点を当て、世界
の飢餓の現状を分析します。全文はJAICAFウ
ェブサイトでご覧いただけます。詳しくはJAICA 

Fまでお問い合わせください。

関連ウェブサイト
JAICAF：関連出版物：www.jaicaf.or.jp/fao/publica 
tion/shoseki_2010_6.htm

本紙の配布について

本紙「FAO Newsletter」は、季刊誌「世界の
農林水産̶FAOニュース̶」とセットでJAICAF

の会員にお送りしています。ご希望の方はJAI 

CAFまでお申し込みください。指定場所でも配
布しています。詳しくはJAICAFウェブサイトをご
覧ください。

FAO日本事務所では、FAOに関する各種情報
をＥメールで不定期に配信しています。ご希望の
方は下記までご連絡ください。

FAO-Japan-Info@fao.org

メールニュース配信のお知らせ




